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や人生における位置づけの観点から，思春期は 10 ～ 24 歳とするのが妥当ではないかという考え









312 名の女子学生に反抗期経験の有無について調査した研究では，312 名のうち 80 名（25.6％）
が「ほとんどなかった」「全くなかった」と回答している（石川 , 2013）。また，100 名の大学生
に調査を行った研究では，「反抗期があった」と回答した者は 60 名であり，「反抗期がなかった」
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い 2 標本 t 検定を行った（表 1）。その結果，「病気のとき，誰かに世話をしてほしい」，「困ってい
るときには，誰かに助言してほしい」の項目において，反抗期有群は反抗期無群に比べて得点が












まず，第二反抗期経験の有無について，反抗期有群は 33 名（49.3%），反抗期無群は 34 名
（50.7%）であった。従来，思春期における第二反抗期の経験はあるのが正しいとされることが多
かったが，近年「反抗期がなかった」と報告する大学生が一定の割合で存在することが明らかに
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や人生における位置づけの観点から，思春期は 10 ～ 24 歳とするのが妥当ではないかという考え









312 名の女子学生に反抗期経験の有無について調査した研究では，312 名のうち 80 名（25.6％）
が「ほとんどなかった」「全くなかった」と回答している（石川 , 2013）。また，100 名の大学生
に調査を行った研究では，「反抗期があった」と回答した者は 60 名であり，「反抗期がなかった」
と回答した者は 40 名であった（江上・田中 , 2013）。「反抗期があった」と回答した 60 名では，
その時期や対象，反抗心の低下理由が調べられている。反抗期の時期では，中学校（30 名），中






































































Google フォームで作成した質問紙調査ページ上で回答を求めた。回答受付期間は，2018 年 11





















い 2 標本 t 検定を行った（表 1）。その結果，「病気のとき，誰かに世話をしてほしい」，「困ってい
るときには，誰かに助言してほしい」の項目において，反抗期有群は反抗期無群に比べて得点が












まず，第二反抗期経験の有無について，反抗期有群は 33 名（49.3%），反抗期無群は 34 名
（50.7%）であった。従来，思春期における第二反抗期の経験はあるのが正しいとされることが多
かったが，近年「反抗期がなかった」と報告する大学生が一定の割合で存在することが明らかに
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